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研究成果の概要（和文）：本研究は「農文化システム」の中にある里山フットパスを主軸とした地域振興への新
たな観光モデルを提唱し，そのための基礎研究を行う。具体的には、1つ目に、農耕文化と歴史的ストーリーの
掘り起こしを行うことで農文化の多様で魅力的なコンテンツを探ることと、2つ目は、トレイルの多面的価値を
経済的に評価し、持続可能な管理方法と活用方法を探ることを目的とする。結果、地域資源を利活用した観光を
二次的自然保全に繋げるためには，受益者支払いや，ボランティア活動支援など複合的なアプローチが保全対策
の策定に効果的であることが示された。また，研究課題解明にICTを活用し，農村振興の策定のためのICT活用の
可能性を提示出来た

研究成果の概要（英文）：This research proposes a new tourism model for regional promotion with the 
satoyama footpath as the main axis in the "Agri-Culture System" and conducted basic research for 
that. Specifically, first, exploring agricultural culture and a historical story to explore diverse 
and attractive contents of agricultural culture, and secondly to explore the multifunctional value 
of the trail in the economic term. It aimed to evaluate and explore sustainable management method 
and application method. 
As our research findings, in order to link the tourism utilizing regional resources to secondary 
nature preservation, it was shown that it is desirable to formulate effective conservation measures 
in a combined approach such as payment of beneficiaries and support for volunteer activities. In 
addition, we demonstrated the potential of the ICT use to clarify research topics for formulation of
 rural development strategies.

研究分野：農業経済
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１．研究開始当初の背景 

伝統的な農村景観や多様な動植物，農村独
特の文化，伝承技術などの遺産は，農を営む
人と自然との調和が保たれることによって
持続可能な形で維持されている。一方で，農
家の高齢化や農家数の減少に伴い，集落数自
体の減少が生じ，農業遺産を維持・継承する
担い手が減少している。このような中、2002

年から開始された世界食糧機関（FAO）の
認証する世界農業遺産(GIAHS : Globally 

Important Agricultural Heritage System)は、次
世代に継承すべき世界の農文化遺産を認定
するものである。遺産（Heritage）には，過
去から現在に引き継がれてきたものを未来
に引き継いでいくという意味があり，持続
可能な形で維持継承されることが肝要であ
る。よって，世界農業遺産は，農の営みだ
けでなく，農村景観や，伝承技術により現
存する農業構築物，またそこに育まれてい
る自然生態系などを，１つの全体的な農文
化システムと捉えて維持継承していくこと
が望まれる。さらに，農文化システム維持
継承の大切さが地域内外に正しく理解され
た上で，登録を未来の農村振興につなげる
試みが期待される。 

日本の原風景を眺めながら歩くフットパ
スには，世界農業遺産の５つの構成要素であ
る「文化的景観，伝統的農業，農文化，食，
生物多様性」といった多様な価値も加わって
くる。そこで，本研究では「農文化システム」
の中に息づいているトレイル・フットパスを
歩き，魅力的な農文化と農業の関わりを知り，
体験するというツーリズムを展開すること
で，地域振興へつながる新たな観光モデルを
提唱し，そのための基礎研究を行った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、農村地域の点と点で無図
ばれている観光スポットを、線でつなぐこと
で農文化システムを全体な空間として捉え
た日本型フットパス「里山フットパス」の開
発を試みることである。 

具体的には、1 つ目に、歩くことで見えて
くる農耕文化と歴史的ストーリーの掘り起
こしを行うことで農文化の多様で魅力的な
コンテンツを探ることとを目的とする。2 つ
目は、トレイルの多面的価値を経済的に評価
し、持続可能な管理方法と活用方法を探るこ
とを目的とする。 

しかし、トレイルの魅力的な情報発信と持
続可能な管理方法と活用方法はこれから探
っていく段階にあるといえる。そして、トレ
イルの魅力的な情報発信と持続可能な管理
方法といった課題の解決は、トレイルを活用
した新たな観光モデル展開の両輪であり同
時進行で取り組む必要がある。 

第一に、世界農業遺産における文化遺産の
扱いは極めて補助的・網羅的なものに留まり、
文化多様性保全への戦略はほとんどみられ
ない。そこで本研究では、トレイルの情報発

信の検討を行い、農文化研究からのアプロー
チにより、歩くことで見えてくる魅力的な農
耕文化やその歴史の内容を掘り起し、効果的
な発信を提言する。第二に、長く継承される
ためのロングトレイルの管理方法と、そして
活用方法を探る必要がある。それには、持続
可能なトレイルの整備と補修といった管理
には、公的支援とともに補助金に頼らない支
援策の検討が重要となることからこれらの
施策の可能性を提言する。 

 

３．研究の方法 

（1）第一のトレイルを主軸とした観光の魅
力的な情報発信という課題は、世界農業遺産
の 5つの構成要素のうちの一つの柱である
「農文化」にスポットを当て点々と点在す
る文化項目をつなげて一連のストーリー制
作を試みた。特に文化の記述にあたっては、
単なる〈歴史的記述〉のみならず、住民の
〈感情移入的挿話〉が重要となる。調査研
究の手順としては次の通りとなる。①まず現
地でフィールドワークを行ない、いかなる自
然環境に人々が暮らしているかを実感とし
て把握する。②ついで参与観察法による民俗
学的聞書き調査を行ない、住民たちの記憶を
地図上に落とし込みながら、ストーリーのテ
ーマとなりそうな話題を見つけ出す。③そし
て見つかったテーマに肉付けして追調査を
行ない、フットパス・マップを制作する。こ
れら調査とマップの制作には数年をかける
ことが通例であるが、モデルを提示し、マッ
プ作成の手法ならびにその活用について可
能性を示すこととした。また、同時に外国人
訪問客らに対し、どういった方向で海外へ情
報発信できるか ICT を用いて検討を行った。 

 

（2）第二は、農村振興につながる観光の主
軸であるトレイルの持続可能な管理方法と
活用方法の開発という課題は、環境資源経済
学のアプローチにより、トレイルの持つ多面
的な経済的価値を評価し、その価値に見合っ
たトレイルの持続可能な管理支援策を探っ
た。分析手法は仮想評価法（ Contingent 

Valuation Method: CVM）を用いる。支払意思
額（Willingness to pay: WTP）は、農村の重要
な要素である景観保全のため、ウォーキング
イベントやロングライドといったイベント
の参加費に上乗せすると仮定して、評価した。
質問文は、「農村景観は、人々の営みによっ
てできた文化の景観であり、何もしなければ
この景観は荒廃していきます。そこで、仮に、
〇〇イベントが全国に先がけて、道の清掃な
どの景観保全活動や環境を守るために、寄付
金を導入し、地元の団体が活動を行っていく
とします。この寄付金を〇〇参加費に上乗せ
するならば、寄付してもよいと思いますか。」
と記した。これにより、行政と一般市民が共
同して保全活動を支援する新しい形での，民
間参加型保全活動を資すると考えられるこ
とから、このような施策の可能性を検証した。 



 

 

４．研究成果 

（１）里山フットパスを主軸とした観光の魅
力的な情報発信 

 

まず、魅力的なストーリーを制作し農村振
興へつなげるためには，地域の〈歴史的事実〉
のみならず住民の〈感情移入的挿話〉を組み
合わせることが必要であり，そのため住民の
記憶そのものも地域資源となることが指摘
された。 

また、阿蘇と大分国東半島・宇佐地域のそれ
ぞれの世界農業遺産を訪れる外国人訪問客
らへ対し、どういった方向で海外へ情報発信
できるか検討するため 2つの調査を行なった。 
一つは、すでに開かれているウォーキングイ
ベントや宿泊施設を実際に利用して、参加し
た外国人たちから問題点等をヒアリングし
た。もう一つは、写真 SNSの代表的アプリで
あるインスタグラム上へアップロードされ
ている国東半島に関する情報を収集し、それ
らを世界農業遺産の 5つの構成要素に沿って
分析することで、外国人旅行者たちの目に興
味深く映っている項目、また逆に映っていな
い項目について検討を行なった。その結果、
特に農文化に関する風景が注目されている
ことが分かり、また伝統知識については気づ
かれておらず、農作物や生物多様性について
も改善の余地が充分あることが指摘された。 

 

（２）里山フットパスの持つ多面的な経済
的価値評価と持続可能な管理 

 

次に、これまで，国立公園や国定公園、ま
た農業世界遺産といった公共財の維持は、国
や地方自治体といった公的機関の支援が必
要になるとされてきた。これらの，近年 PES

（生態系サービスへの支払い）の観点から，
利用者負担による PES 支払の仕組みが進み
つつある。農業の生み出す 2 次的自然による
生物多様性や景観といった公共財的側面が
強い農業にかかわる生態系サービスに対し
て，民間による PES 支払の検討を行うことは，
行政と一般市民が共同して保全活動を支援
する新しい形での，民間参加型保全活動を資
すると考えられることから、このような施策
の可能性を検証した。結果、イベント参加費
に上乗せして寄付金を募ることは十分に支
払意思額があることで可能性があることを
示した。また、より効率的に寄付金を集める
ためには、寄付金活動の参加費に上乗せると
ともに、田園風景の保護や、参加者の「興味・
関心」を喚起するためのプロモーション手法
の導入、環境問題の現状を多くの市民に周知
すること、またイベント宣伝を積極的に行う
ことが必要と考えられる。 

従って、地域資源を利活用した観光を二次
的自然の保全につなげるためには，受益者支
払いや，取り組みやすいボランティア活動支
援など複合的なアプローチが効果的な保全
対策の策定であることが示された。 
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